
柏市上下水道事業ビジョン
理念・基本方針案について

令和７年度 第１回柏市上下水道事業運営審議会
【資料 １】 当日差替え
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1. 水需要及び汚水処理水量予測

2. 基本方針（案）

3. 理念（案）

4. 重点施策とアウトカム（成果指標）

5. 今後のスケジュール

資料目次
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ビジョン改定作業のフロー及び審議会の審議予定

審議会 作業内容とフロー

第2回

第３回

第４・５回

第６回

第7回

パブリックコメント 市民意見の聴取

第8回

既存計画の評価

課題の抽出

理念・基本方針（案）の策定 人口・水需要の将来推計の作成

課題への対応策（事業）の検討

対応策（事業）選定及び優先順位付け

財政収支見通しの作成

財政収支見通しの修正今後１０年間の事業計画 (案）

上下水道ビジョン（今後１０年間の事業計画）決定
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上下水道ビジョン（素案）



1. 水需要
及び
汚水処理水量予測
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人口の推移と見通し（全国と千葉県）

⚫ 全国は、減少傾向になっており、2070年には約8千万人
⚫ 千葉県は、2020年をピークに、その後減少見通しであり、2070年には約500万人
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（出典） 国立社会保障・人口問題研究所 令和5年(2023)年推計



人口の推移と見通し（柏市）

⚫ 柏市は、近年増加傾向となっており、将来も2035年までは増加見通し
⚫ その後は、減少に転じて2070年には、約38万人に減少する見通し
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（出典） 国立社会保障・人口問題研究所 令和5年(2023)年推計（千葉県）
柏市の将来人口推計報告書(2023年推計）（柏市）



有収水量の見通し
⚫ 水道の有収水量は2038年まで増加する見通し
（2070年には現在より少ない約10万m3日となる）

⚫ 下水道の有収水量は人口増加に加えて普及拡大も踏まえると2047年まで増加する見通し
（2070年には現在より少ない約9.9万m3日となる）
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エリア別の水需要見通し
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水需要増加

水需要減少



2. 基本方針（案）
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2

［国、千葉県］［柏市上下水道事業］［柏市］

水道基本計画

施策推進期間：H28年度～R7年度

前期計画 ：H28～R2年度

後期計画 ：R3～R7年度

将来見通し期間 :R8年度～R17年度

国
新水道ビジョン
（H25.3策定）

国
新下水道ビジョン
（H26.7策定）

マスター
プラン

柏市第五次総合計画
（H28～R7）

地域
防災

柏市地域防災計画

環境
柏市第3期

地球温暖化対策計画

業務継続 柏市業務継続計画

千葉県
千葉県流域下水道
事業経営戦略

千葉県
手賀沼に係る湖沼水
質保全計画（第7期）

2

下水道基本計画

千葉県
千葉県水道広域化
推進プラン

施策推進期間：H28年度～R7年度

前期計画 ：H28～R2年度

後期計画 ：R3～R7年度

将来見通し期間 :R8年度～R17年度

【上下水道】既存計画の位置付け
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令和４年度に水道事業と下水道事業は組織統合し、柏市上下水道局を新設。

基本理念

水道
柏市水道事業ビジョン

下水道
柏市下水道事業中長期経営計画

生命（いのち）の水を未来につなぐ
柏の水道

下水道サービスを将来にわたり
安定的に提供する

基本目標

基本目標1 : 確実な給水の確保「強靭」
～災害に負けない、たくましい水道～

基本目標2 : 安全な水道の確保「安全」
～いつでも安全で信頼される水道～

基本目標3 : 供給体制の持続性の確保「持続」
～いつまでも市民とともにある水道～

快適・環境 : 市民のみなさまの快適な生活を
支えるとともに、未来につなぐ豊かな水環境
の保全と環境に優しい循環型社会の推進に

貢献します。

安心 : 安全で安心できる暮らしを守ります。

持続 : 健全経営のもとで施設の機能を維持し
安定した事業経営の持続性を確保します。

経営理念

基本方針

【上下水道】既存計画の理念

ー11ー



国が示す上下水道一体での方向性

（出典）新たな水循環施策の方向性について（令和6年4月2日、内閣官房水循環政策本部事務局） ー12ー
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（参考資料）第１次国土強靱化実施中期計画

（出典）第１次国土強靱化実施中期計画 第４章 推進が特に必要となる施策（個票） （令和6年６月、内閣官房国土強靱化推進室）
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（参考資料）ウォーターPPP（WPPP）とは
「ウォーターPPP（WPPP）」は、水道や
下水道、工業用水道など水インフラの公
共施設を対象とした新しい官民連携
（Public Private Partnership）方
式です。

この仕組みは、老朽化施設の増大や職
員不足、経営効率化といった課題を解
決するために、民間の技術・ノウハウや
資金を活用し、公共サービスの質を向
上させることを目指しています。

（出典）ウォーターPPP 理解促進パンフレット一部抜粋（国土交通省、
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_000991.html）



上下水道一体となったビジョンを策定

（既計画）上下水道それぞれの
理念・基本方針

水道 ：安全、強靭、持続
下水道：快適・環境、安全、持続

【本計画】上下水道一体としての
理念・基本方針

上下水道
ビジョン

施設

【モノ】

財務

【カネ】

人材

【ヒト】

〇人材マネジメント：実施体制の方向性
〇施設マネジメント：施設整備と維持管理の方向性
〇財務マネジメント：事業環境に対応した経営の方向性

技術継承
人員の確保 財源確保等

耐震化対策
老朽設備更新
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次期ビジョンのイメージ
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基本方針案の検討（その１）
～上下水道における課題の方向性の整理（第２回検討より）～

視点 評価 方向性

老朽化対策 水道は、アセットマネジメント及び更新計
画に基づき更新を実施している。下水道は、
包括的民間委託によるストックマネジメン
ト計画に基づき老朽管調査と緊急性の高
い管路改修を実施。

老朽化状況の把握と更新・改修等の取組を加速させる
必要がある。
☛ より加速化するため 上下水道一体でウォーター

PPP（WPPP）の導入を進める。

地震対策 水道は耐震化を進めているが、下水道は
対策が遅れている。

取り組みを加速させるとともに、特に急所施設と重要施
設に接続する管路等について上下水道一体の耐震化に
取り組む。
※急所施設：その施設が機能を失うと上下水道システム全体が機能を失う
最重要施設

雨水（浸水）対
策

雨水管の整備により目標を達成している。 ゲリラ豪雨の頻度が増加しており、対策を進める必要が
ある。

安全な水質の
維持

安全な水質の水道水を供給している。 新たな水質課題に対応し、安全な水を供給し続ける。

経営基盤の強
化

上下水道ともに収益が費用を上回る状況
を維持しているが、物価上昇や施設更新の
増加等経営環境の悪化が見込まれる。

経営環境は厳しさを増していることを踏まえ、本計画の
中で将来見通しを行い、上下水道ともに安定した経営を
維持するための経営戦略を策定する。
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基本方針案の検討（その２）
～基本方針案～

基本方針 目標 （参考）国の目標

強靭化
老朽化施設を最適に管理・更新し、災害
にも強い上下水道を構築

強靭で安全、災害やリスクに強
い社会

持続
人材や施設マネジメントを通じ、安定し
た経営を維持

住民が安心かつ持続的な生活
を送ることができる社会

水質・水循環
新たな水質課題や気候変動に対応し、安
全な上下水道を維持

水による恩恵の最大化、リスク
の最小化が図られる社会

本市の課題と国における方向性を踏まえ，基本方針案を次のとおり設定しました。
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【参考】基本方針に基づく施策体系（案）

基本方針・目標を実現するための施策として，下表のような施策
の設定を考えています。
※具体的な審議は次回以降を予定しています。

基本方針 施策

老朽化対策

耐震化対策

雨水（浸水）対策

防災・減災体制の強化

経営基盤の強化

利用者サービス・広報の充実

省エネルギー・創エネルギー

適切な水源保全の推進

水質の適正管理

汚濁負荷の軽減

下水道の整備

強靭化

持続

水質・水循環



3. 理念（案）
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理念（案）

強靭 な 水インフラ を 未来 へ

【強靭】 には 強靭化 の意味が込めらています。
また、この「強靭化」には、上下水道施設の老朽化対策、耐震化対策、雨水対策及び防災減災体制の
強化等を進め災害に強いインフラを整備していくという当市の姿勢が込められています。

「強靭化」 「水質・水循環」と「施設」 「持続」

【強靭】 強靭化

施設の老朽化対策

施設の耐震化対策

雨水（浸水）対策

防災・減災体制の強化
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理念（案）

【水インフラ】 には 「施設」、つまり「上下水道事業で使用する施設（ハード）」 という意味だけではなく、
「水質・水循環」 の意味も込めらています。
また、「水質・水循環」には、適切な水源保全の推進、水質の適正管理、汚濁負荷軽減及び下水道の整
備等を進めることにより、安全な上下水道を維持していくという、当市の姿勢が込められています。

【水インフラ】

水質・水循環

適切な水源保全の推進

水質の適正管理

汚濁負荷の軽減

下水道の整備

施設

施設の老朽化対策（再掲）

施設の耐震化対策（再掲）

雨水（浸水）対策（再掲）
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理念（案）

【未来】へ には 持続 の意味が込めらています。
また、この「持続」には、経営基盤の強化、利用者サービス・広報の充実、省エネルギー・創エネル
ギーに取り組むことにより、将来にわたり安定した経営を維持していく、という当市の姿勢が込めら
れています。

【未来へ】 持続

経営基盤の強化

利用者サービス・広報の充実

省エネルギー・創エネルギー
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【参考】理念候補として検討したもの

水循環の環を まもり、つなぐ

未来へつなぐ 柏の水

生命（いのち）の水を、まもりつなぐ 柏の上下水道



4. 重点施策
と

アウトカム
（成果指標）
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重点施策とアウトカム（成果指標）について
• 柏市上下水道事業ビジョンでは、基本方針・目標を実現するための施策を
定め、特に重要なものは「重点施策」として管理を強化していく予定です。

• 次項以降では、「重点施策」及び「アウトカム指標」について、現時点での事
務局の想定を予告的に御説明させていただきます。

※施策及び重点施策等は、次回（８月を予定）以降に御審議いただく予定です。

基本方針

・目標

施策１

【重点施策】

事業1-1
アウトカム

（KPI設定）

事業1-2
アウトカム

（KPI設定）

施策２ 事業2-1
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重点施策とアウトカム（成果指標）のイメージ

基本方針 重点施策 アクティビティ
（事業内容）

アウトプット
（実績／進捗管理）

アウトカム
（成果指標）

強靭化 老朽化対策

強靭化 耐震化対策

強靭化 雨水（浸水）対策

持続 経営基盤の強化

水質・水循環 水質の適正管理

水道 下水道 共通上 共下

上

下

共

上 下

上 下

現在事務局にて検討中

※次回審議会で御審議いただく予定です
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管理指標設定の考え方

重点施策 ： ビジョンの骨格となる重要な施策
実施状況及びそれによる効果も測定し、管理・公表する必要がある
▶ 実施状況を測定するために 「アウトプット」 による進捗管理が必要
▶ 効果を測定するために 「アウトカム」 による成果の評価が必要

その他施策： ▶ 実施状況を測定するために 「アウトプット」 による進捗管理が必要

■アウトカムとは・・・

名称 定義

インプット 投入する資源（事業実施に必要な予算等）

アクティビティ 政策手段による活動（事業の実施内容等）

アウトプット 政策手段による活動目標・実績（事業実施により直接産出される実績）

アウトカム 成果目標・実績（事業実施により期待される変化）

インパクト あるべき姿、最終的に目指すべき姿、市民・社会への社会的な影響

（資料）「ロジックモデル」作成マニュアル（文部科学省 大臣官房政策課 政策推進室）より一部文言を改変
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【水道】重点施策：水道施設の老朽化対策 例示

現状

課題

本事業
の目的

✓ 数値目標に基づく管理による更新を進めている

✓ 全ての老朽化施設の更新にまでは至っていない
✓ 老朽化した施設の事故により断水が発生するおそ
れ

✓ 老朽化施設の事故の発生を最小限にとどめインフ
ラとしての機能を保持する

✓ 下水と合わせた基幹管路更新へのW-PPPの導入

エビデンス

予算確保
（今後金
額確定）

・老朽施設・管路の更新 ・法定耐用年数超過率 ・法定耐用年数超過率
・管路事故率〇件/km

・法定耐用年数超過率
・管路事故率〇件/km

インパクト

測定指標
と目標値

✓ 施設を健全に保ち、水道事業の持続性が確保される。

PI
①

PI
②

PI
①

PI
②

エビデンス

法定耐用年数超過管路率〇%
(前期・後期目標年度)

管路事故率〇件/km
(前期・後期目標年度)

管路の更新率 1.12%（10年間平均値）
(平成26～令和５年度の平均値)

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム（前期） アウトカム（後期）

法定耐用年数超過設備率〇%
(前期・後期目標年度)
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【下水道】重点施策：下水道施設の耐震化対策

現状

課題

本事業
の目的

エビデンスエビデンス✓ 数値目標に基づく管理による耐震化を進めている

✓ 全ての重要な幹線等の耐震化には至っていない
✓ 地震発生時にトイレが使えないことは、公衆衛生の
悪化や被災者のストレスにつながる

✓ 地震発生時も汚水・雨水を適切に流下させ、公衆
衛生を保つ

管路の耐震化率 38.9%
(令和５年度末)

予算確保
（今後金
額確定）

・重要な幹線等の耐震化 ・耐震化率 ・耐震化率
・重要施設に接続する下
水道管路等の耐震化率

・耐震化率
・重要施設に接続する
下水道管路等の耐震
化率

インパクト

測定指標
と目標値

✓ 地震発生時においても、公衆衛生が保たれる。

PI
①

PI
②

PI
①

PI
②

管路の耐震化率〇%
(前期・後期目標年度)

施設の耐震化率〇%
(前期・後期目標年度)

重要施設に接続する下水道管
路等の耐震化率〇％
(前期・後期目標年度)

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム（前期） アウトカム（後期）

例示
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【共通】重点施策：経営基盤の強化

現状

課題

本事業
の目的

✓ 料金回収率・経費回収率ともに１００％以上

✓ 物価上昇・燃料費の高騰
✓ 職員数の減少
✓ 流域維持管理負担金の値上げ

✓ 持続可能かつ質の高いサービスを受けられる事業
体を目指す

エビデンス

予算確保
（今後金
額確定）

・料金回収率１００％以上
・経費回収率１００％以上

・経常収支比率100％以上
・内部留保資金の確保

・経常収支比率100％以上
・内部留保資金の確保
※経営の効果は他の重点
施策にて評価

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム（前期） アウトカム（後期）

インパクト

測定指標
と目標値

✓ 上下水道事業の持続性が確保され、市民の公衆衛生が確保される

PI
①

PI
②

PI
③

PI
①

PI
②

PI
③

エビデンス

料金回収率100%
(前期・後期目標年度)

経常収支比率○％ （水道事業、下水道事業そ
れぞれ）(前期・後期目標年度)

・ビジョン・経営戦略策定
・アセット・ストマネの管理
・W-PPP等の活用による業
務の効率化

料金回収率（水道） 107.40%
（R5末・基本料金減免有）

経費回収率（下水） 103.02%（R5末）

経費回収率100%
(前期・後期目標年度)

PI
④

PI
④

内部留保資金残高○円（水道事業、下水道事業
それぞれ）(前期・後期目標年度)

例示



5. 今後の
スケジュール
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ビジョン改定作業の全体像（スケジュール）

審議会 時期（予定） テーマ

第１回 令和６年１２月２３日 計画の全体像と既計画の実施状況について

第２回 令和７年3月14日 【諮問】 既存計画の評価と課題

第３回 令和７年７月23日 将来見通し及び理念・基本方針の設定

第４回 令和７年8月26日 実現方策及び推進体制の検討 (その１)

第５回 令和７年10月７日 実現方策及び推進体制の検討 (その２)

第６回 令和７年１１月25日 事業計画と財政見通し

第7回 令和７年１２月 上下水道ビジョン素案の提示と検討

★ 令和８年１月 パブリックコメントの実施

第8回 令和８年２月 【答申】
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